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【研究活動の要約】 

 チャ樹の害虫である「チャノハマキホソガ」という小型の蛾類は，その名の通りチャノキの害虫であ

るが，チャノキと同じツバキ属のヤブツバキやサザンカも加害する．チャノキは，中国大陸から日本に

栽培のために持ち込まれた外来植物であるが，ヤブツバキやサザンカはチャノキが持ち込まれる以前か

ら日本に自生していたと考えられる．では，日本の茶園で発生しているチャノハマキホソガは，日本の

ヤブツバキ等で発生している集団から現れたのだろうか，それとも，中国大陸から茶とともに移入して

きたのだろうか．本研究では，チャノキの主要害虫の 1種であるチャノハマキホソガの日本集団の起源

に迫ってみた． 

【研究活動の成果】 

日本の茶園で発生しているチャノハマキホソガの集団は，7 割近くが同じミトコンドリアの遺伝子

（以下，「ハプロタイプ 1」と呼ぶ）を持っていることが判明した．また，これまでに埼玉，静岡，京

都，和歌山，岡山，鹿児島，沖縄の各地点から得られたサンプルを解析したが，沖縄を除くすべての集

団でハプロタイプ 1 が確認できた．ただし，沖縄から得られた個体の遺伝子配列もハプロタイプ 1 と極

めて似ており，他の蝶や蛾の仲間でよく見られるような琉球列島に固有の遺伝子配列は見つからなかっ

た．現状では，沖縄の個体は 1 個体しか解析に含められていないため，今後サンプルを追加すれば，お

そらくハプロタイプ 1 も沖縄から見つかると予想される． 
  そして，気になる大陸のチャノハマキホソガとの関係であるが，中国湖南省と朝鮮半島のサンプル

を加えた DNA 解析の結果，中国と朝鮮半島でも，約半数の個体がハプロタイプ 1 を持っていることが

判明した．この結果は，チャノハマキホソガがチャノキの栽培化とともに，急速に世界に分布を広げ，

その一連の過程で日本への進出も生じたことを示唆している． 
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写真 1．中国湖南省の山林の渓流沿いに 
生えていたツバキ属の 1 種 Camellia sp. 
で見られたチャノハマキホソガの巻葉． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2．写真 1 の巻葉が見られた場所の環境． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3．中国湖南省山間部の民家脇に植栽 
されているチャノキ Camellia sinensis を 
加害するチャノハマキホソガ． 
 

 

 

 

 

 

 


